
境南小 学校　第 6 学年

１　教科等名

２　単元名

自立 社会参画

時数

合計時数 70 時間

・ゲストティーチャーを招いて、それぞれの話を
　聞くことにより、社会の中に壁がない方が、全
　ての人が生きやすいということに気付き、「つ
　なぐ」役目について考えることができた。
・「障がい」は人ではなく、社会にあるのではな
　いかと言うことに気付くことができた。

・社会生活の中での生きづらさを、
　ゲストティーチャーから学んだ
　が、もっと多くの方の考えを聞く
　機会が必要である。
・アスリートだけではなく、地域に
　在住の方からのアドバイスなども
　視野に入れる方がよかった。

・一年間だけの学習で終わるの
　ではなく、校内全体で内容を
　さらに精選して、学年での関
　連性などを検討していく。
・地域の中での福祉関係に精通
　している方をゲストティー
　チャーに招くことを考える。

６ 指導上の工夫（①課題設定→②情報収集→③整理・分析→④発信・実行のサイクルが実現する工夫や手だて等）

・東京都生活局スポーツ推進課の方を外部講師として招き、誰もが生きがいをもって生きやすい社会が
　作られることの大切さを学習することができた。
・パラスポーツアスリートやデフリンピックアスリートを外部講師として招き、社会に適応して生きて
　いくための努力や知恵を学習することができた。

７ 単元の振り返り

成　果（児童・生徒の変容等） 課　題 改善策

障がい者スポーツに取り組
む選手たちが、社会にどの
ように携わり生活をしてい
るのか。またどのようなこ
とを乗り越えながら、選手
として活動しているかを知
る。

30

・視覚障がい者、聴覚障がい者がどのようなことに気
　を付けて、日常生活をしているのか。スポーツに関
　してどのような気持ちで取り組んでいるのかを体験
　を通して知る。
・障がいをもつ人が、社会に合わせて生きている実情
　に気付き、社会が寄り添えることが、障がいがあ
　る、ないの壁を取り除けるのではないということに
　気付く。

【ゲストティーチャー③】
・ブラインドサッカー選手と一緒に
　サッカーを体験する。（NTTクラル
　ティ田中章仁選手）
【ゲストティーチャー④】
・デフサッカー選手の話を聞き、デフ
　サッカーを体験する。（瀧澤諒斗デ
　フサッカー選手）

障がいをもつ人とそうでは
ない人たちが、生きやすい
社会になるために、どのよ
うにつなぐ役割をしていけ
ばよいかを考え提案する。

20

・障がいをもっていない人中心の社会構成になっているの
　ではないかという疑問をもち、ユニバーサルデザインや
　バリアフリーが、人間にとって便利なものであることを
　理解する。
・「社会に障がいがあるのではないか」ということに気付
　き、社会が人間にもっと寄り添える仕組みがあるともっ
　と生きやすくなるのではないかということを提案できる
　ように、話し合いまとめる。

【ゲストティーチャー⑤】
・「笑顔と学びの体験プロジェク
　ト」の体験。（デフリンピック
　金メダリスト山田真樹選手、ハ
　ンマー投げ世界ろう者記録保持
　者森本真敏選手）

４　単元の目標

○知識・技能
　の習得

マイノリティーマジョリ
ティーについて考え、生
きている社会に影響を及
ぼしていることに気付
き、本当に生きやすい社
会はどんな社会なのかを
考える。

20

・パラリンピックを通して、社会の中では、体に障がいをもつ人や
　そうでない人がいることを考え、様々な人が生きている社会であ
　ることを知る。
・盲導犬について、なぜ視覚障がい者は、みんなが盲導犬をもつこ
　とができないのかという疑問を質問し、視覚障がい者の悩みを聞
　き出し、児童一人一人がその悩みに共感した。
・私たち一人一人が、どのような役割をもって「つなぐ人」になれ
　るのかをそぞれの考えを共有する。

【ゲストティーチャー①】
・東京都生活文化スポーツ局国際ス
　ポーツ事業部国際大会課の方の話を
　聞く。（井戸愛課長代理）
【ゲストティーチャー②】
・パラリンピック視覚障がい者柔道選
　手による実体験を通しての話を聞
　く。（半谷静香選手）

５ 単元計画

ねらい 主な学習活動
関連教科

関連団体（連絡先等）

○学びに向か
　う力・人間
　性等の涵養

・課題に向けて、主体的に考える方法を検討し、互いの考えを尊重し合い、協力して取り組むことができる。
・社会生活の中で課題解決のためにすすんで取り組むことができる。

・社会の中で、自分たちが当たり前と思っていることが、当たり前ではないことについて考える。
・講演、体験を通して考えたり調べたりすることについて、目的意識を明確にしながらまとめる方法を知る。
・他者の考えを尊重し、自分の役割を考え、誰に対しても公平な態度でかかわることができる。

○思考力・判
　断力・表現
　力等の育成

・自分たちが生活する社会に目を向けて、よりよくするには何が必要かを考え、学びの計画を立てることができる。
・必要な情報やゲストティーチャーを考え、目的に応じで質問内容や話してほしいことを考えることができる。
・課題解決に必要なことを取捨選択し、比較・検討をし解決に向けて考えることができる。

武蔵野市民科指導計画・報告書 武蔵野市立

実施時期 令和5年度・通年

調和・共生の社会に向けて

総合的な学習の時間

３（1）　武蔵野市民科で育成する主な資質・能力 ３（2）詳細項目 他者理解・人間関係 よりよい生活を協力して築こうとする態度


